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平成 19 年 9 月 28 日 

各  位 

 会 社 名  株式会社 山陽百貨店 
 代 表 者  代表取締役社長 澤田 瑞頴 
 （JASDAQ・コード 8257） 

 問い合わせ先  取締役業務統括ゼネラルマネジャー 
 仲井 大八 
 電 話 番 号  079-223-1231 
 

特別損失の発生および業績予想の修正に関するお知らせ 

 
当社は、平成 20年 2 月期中間決算において特別損失を計上する見込みとなりましたのでお知らせす

るとともに、平成 19 年 4 月 24 日の決算発表時に公表した平成 20 年 2 月期中間期および通期（連結・
個別）の業績予想を下記のとおり修正いたします。 
 

記 

 
Ⅰ．特別損失の発生およびその内容 
１．連結および個別業績に影響する内容 

（１）雑収計上商品券回収損引当金 
当社および当社子会社が発行している商品券等の未使用分については、一定の期間が
経過した場合に負債計上を中止（利益計上）する会計処理を行っていましたが、当中間
会計期間から、「租税特別措置法上の準備金及び特別法上の引当金又は準備金並びに役員

退職慰労引当金等に関する監査上の取扱い」（日本公認会計士協会 監査・保証実務委員
会報告第 42 号 平成 19 年 4 月 13 日）を適用し、商品券等が負債計上中止後に、お客さ
まのご利用により回収された場合に発生する損失に備えるため、過去の実績に基づく将
来の回収見込額を引当金として計上することとし、期首時点で計上すべき過年度相当額

323 百万円（当社 279 百万円、当社子会社 44 百万円）を特別損失に計上する予定であり
ます。 

（２）減損損失 
当社保有の遊休状態にある賃貸用資産（建物、構築物およびその他、土地）について、

帳簿価額と評価額との差額について減損処理をし、236 百万円を特別損失に計上する予定
であります。 
 

２．個別業績のみに影響する内容 
関係会社株式評価損 
当社子会社の兵庫ライフインダストリー株式会社について、同社の財政状態および経
営成績を勘案し、当社計上の投資金額につき、関係会社株式評価損 237 百万円を特別損

失に計上する予定であります。 
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Ⅱ．平成 20 年 2 月期中間期および通期（連結・個別）の業績予想の修正 
１．連結業績予想数値の修正 
（1）中間期連結業績予想数値の修正（平成 19 年 3 月 1 日～平成 19 年 8 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 12,653 17 20 

今回修正予想（Ｂ） 12,734 65 △478 

増減額（Ｂ―Ａ） 81 48 △498 

増 減 率 （ ％ ） 0.6% 282.4% ― 

前期実績（平成19年 2月期中間期） 12,743 2 △15 

 
（2）通期連結業績予想数値の修正（平成 19 年 3 月 1 日～平成 20 年 2 月 29 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 26,178 157 118 

今回修正予想（Ｂ） 26,104 155 △386 

増減額（Ｂ―Ａ） △74 △2 △504 

増 減 率 （ ％ ） △0.3% △1.3% ― 

前期実績（平成 19 年 2 月期） 26,329 95 59 

 
２．個別業績予想数値の修正 

（1）中間期業績予想数値の修正（平成 19 年 3 月 1 日～平成 19 年 8 月 31 日） 
（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 11,514 △4 4 

今回修正予想（Ｂ） 11,626 31 △708 

増減額（Ｂ―Ａ） 112 35 △712 

増 減 率 （ ％ ） 1.0% ― ― 

前期実績（平成19年 2月期中間期） 11,585 △39 △47 

 
（2）通期業績予想数値の修正（平成 19 年 3 月 1 日～平成 20 年 2 月 29 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 23,927 136 103 

今回修正予想（Ｂ） 23,912 137 △605 

増減額（Ｂ―Ａ） △15 1 △708 

増 減 率 （ ％ ） △0.1% 0.7% ― 

前期実績（平成 19 年 2 月期） 24,065 58 33 
 

３．修正の理由 
個別中間業績につきましては、売上高が僅かながら増加したことに加え、徹底した経費削
減の結果、経常利益は当初に比べ 35 百万円増加の見込みであります。一方、上記「Ⅰ．特別
損失の発生およびその内容」のとおり、雑収計上商品券回収損引当金、減損損失、関係会社

株式評価損を特別損失として計上することにより、当期純利益は当初に比べ 712 百万円減少
の当期純損失 708 百万円となる見込みから業績予想の修正をするものであります。 
連結中間業績につきましては、個別中間業績予想の修正および当社子会社の業績の見込み
に伴い、修正するものであります。 

なお、通期につきましても、連結および個別の中間期業績予想の修正に伴い、修正するも
のであります。 

以 上 


